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自己評価項目

港南区の閑静な住宅街に小規模多機能型居宅介護事業所アロアロがあります。近くに
は芹が谷地域ケアプラザがあり、地域の高齢者の方々を支える体制が整っています。
また、高台にある為、窓からの景色はとても良く皆様に好評です。玄関前には野菜を
栽培しており、利用者様と一緒に収穫をしています。利用者様のペースに合わせて援
助を行い、施設ではなく家庭的な雰囲気で過ごしていただいています。行事には力を
入れており、季節に合わせた工作や利用者様のご希望に沿い、お花見・回転ずしを食
べに行くなどの外出レクを実施しています。また、隣にはグループホームききょうが
あり、合同で音楽療法や敬老会等の大規模な行事を実施しているのも大きな特徴で
す。

評価項目の領域

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

事 業 所 番 号

横浜市港南区芹が谷２－１９－１４

サービス種別

定　 員　 等

■ 小規模多機能型居宅介護

登録定員

通い定員

宿泊定員

□

所　　在　　地

） 事業所は京浜急行電鉄及び横浜市営地下鉄上大岡駅から神奈川中央交通バスにて約
２０分、「せり銀タウン」から徒歩３分の見晴らしの良い高台に位置しています。
隣には同一法人のグループホームがあります。周辺はマンションが立ち並び、眼下
には大型スーパーマーケットが隣接しています。
＜優れている点＞
事業所の立ち上げ時に全職員で検討し作成した「アロアロ理念」のもと、「自宅で
の生活を大切に考え、家族・利用者の意向を取り入れ安心して在宅生活が送れるよ
うに対応します」との事業所の目指す目標を掲げています。地域に根差した事業所
でありたいと、日々振り返りながら地域との共生に努めています。
運営推進会議には、区役所職員や地域ケアプラザ職員とともに数名の地域住民が参
加し、事業所の今後の方向性などについて活発な意見交換をしています。
＜工夫点＞
地域との交流が盛んです。今年の夏の行事として「ソーメン流し」を企画していま
す。地域の子育てサークルの子供たちを招待し交流を図るのを始め、地域ケアプラ
ザの協力を得て地域住民を対象に「リバビリ体操」や「認知症について」などの情
報を発信して交流してゆく予定です。
災害発生に備え、備蓄品を整備しています。特に食料品の保管には、賞味期限、調
理方法やカロリー値を記載した一覧表を作成し、災害時に備えています。

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

平成26年7月21日
評 価 結 果
市町村受理日

平成26年10月15日

認知症対応型共同生活介護

http://www.rakuraku.or.jp/kaigo/w10/wpJDetails.aspx?JGNO=ST1493100208&SVCD=730&THNO=14100

平成25年4月1日

小規模多機能型居宅介護事業所　アロアロ
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

指 定 年 月 日 平成25年4月1日

株式会社　アイシマ

1493100208
事業の開始年月日

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 湘南リハウスビル4階

平成26年度

自己評価及び外部評価結果

株式会社フィールズ

評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成26年9月8日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 小規模多機能型居宅介護事業所　アロアロ

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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小規模多機能型居宅介護事業所　アロアロ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

利用者様や事業所の現状、今後どのような事
業所にしていきたいのかを地域の方々にお伝
えし、地域の方々に周知していただく為の助
言を沢山いただきました。今後、地域の方々
と連携を図り、周知できるよう準備・調整中
です。

本年７月に第１回運営推進会議を開催
し４名の地域住民代表者、港南区役所
職員、芹が谷地域ケアプラザ職員の参
加を得ています。事業所からは現状の
説明と活動報告を行い、参加者からは
事業所の地域への働きかけや防災につ
いて多くの意見や助言を得ています。

港南区のケアマネ連絡会や横浜市の小規模連
絡会に参加し、利用者様の近況など報告し連
携を図っています。また、対応困難の利用者
様について港南区の保健師・ソーシャルワー
カーと連絡をとり、今後の対応について調整
しました。

月１回港南区役所へ出向き担当部署と
情報交換し、保健師やソーシャルワー
カーとも連携し、在宅生活を続けるた
めの支援をどうするかなどの相談をし
ています。横浜市小規模多機能連絡会
や港南区ケアマネジャー連絡会の研修
会に参加して情報交換をしています。

町内会に加入し、月１回の公園清掃に参加し
ています。また、事業所前を通る近所の方々
に挨拶を欠かさず行っています。７月に行わ
れた町内の盆踊り大会に盆踊り担当として利
用者様と参加し、交流を少しずつ深めており
ます。

地域密着を念頭に近隣住民への挨拶を
はじめ、地元の行事に参加し、近所付
き合いのような交流を進めています。
地域ケアプラザ主催の「支え合いネッ
トワーク」に参加したり「子育てサー
クル」との交流も予定しています。

芹が谷地域ケアプラザ主催の「支えあいネッ
トワーク」に参加し、地域の高齢者に対する
「見守り」について意見交換を行っておりま
す。今後地域の介護者が集うカフェに参加
し、どのような事をアロアロで行っているの
か・助言等をすることになり、ケアプラザと
の調整・準備中です。

　

理念は玄関に掲示し、各スタッフに共有を
図っています。スタッフ一同、安全・安心し
ていただけるような介護を実践するよう援助
しています。また、ホーム会議や「法令順
守」の法人内勉強会でも議題にあげ振り返り
ができるようにしています。

事業所開設時に全職員で話し合い、小
規模多機能事業所としての姿勢を明確
に打ち出した理念を作成しています。
入社時のオリエンテーションや月１回
開くホーム会議で、事業所の目指す所
はどこかなど理念に立ち返り具体的に
話し合い、職員間で共有しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　アロアロ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

利用者様には普段から十分なコミュニケー
ションを図り、ご家族には送迎時や電話、場
合によっては訪問を行い、意見を伺っていま
す。必要な場合は迅速にカンファレンスを行
い、意見を反映できるように努めています。

利用開始前の訪問で利用者や家族の要
望を聞いていますが、利用者からは通
いの場でも聞いています。家族とは電
話や連絡帳を介するほか毎月訪問時に
意見交換をしています。申し送り時や
ホーム会議で職員間でも検討し議事録
と個別ファイルに記録して支援に活か
しています。

港南区やケアプラザより、パンフレットやポ
スターを頂き事業所内に周知できるようにし
ています。しかし、アロアロでは該当する利
用者様が居ないため、知識が身についていな
いため、今後研修に参加し、知識を身につけ
たいと思います。

契約の際は契約書等を見ていただきながら、
十分な説明をしています。疑問点や不安があ
れば、納得・安心して頂くまで、説明してい
ます。今回の消費税の関係で料金が改定した
際も資料を作成し、説明し理解・納得の上で
署名・捺印を頂いています。

法人内の勉強会に参加し、周知・徹底をして
います。玄関や部屋には鍵をせず、自由に出
入りできるようにしています。利用者様の動
きに目を配り、外に出たい方がいればスタッ
フと一緒に散歩に行くようにし、拘束しない
よう心掛けています。

身体拘束マニュアルに基づき、法人内
の勉強会で言葉による拘束を含む弊害
と排除方法を学んでいます。玄関、居
室の鍵をかけずに安全に暮らす工夫や
転倒に対するリスクへの対応、ゆっく
りと理解しやすい言葉かけを心掛ける
など拘束をしないケアに取り組んでい
ます。

法人内の勉強会に参加し周知・徹底するよう
にしています。送迎や電話等でご家族と対話
したり利用者様の話を傾聴し精神的負担の軽
減に努めています。また、入浴介助時身体
チェックを怠らず見過ごすことがないよう心
掛けています。

株式会社フィールズ



小規模多機能型居宅介護事業所　アロアロ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

法人内の勉強会にてグループワークを行いス
タッフ同士が交流・サービスの質の向上に向
けて意見交換を行う機会を設けています。管
理者は横浜市の小規模連絡会に参加し、情
報・意見交換を行うよう努めています。ま
た、近隣にある複合型施設に行き来し、情報
交換等を実施しています。

利用前に必要な情報を担当者・ご家族から伺
い、全スタッフに周知できるようADL表や
フェイスシート等の資料を参照してもらうよ
うにしています。また、利用者様の要望や不
安なことを聞き、安心して利用して頂けるよ
うに努めています。

管理者やスタッフの体調や悩み等の状況に関
して、その都度所属課長や部長に報告してい
ます。時間を作って話を聞いていただき、少
しでも、向上心を持っていただけるよう努力
しています。

法人内で委員会を設置し、スタッフの力量に
合わせた社内研修を実施しています。また、
定期的に行われる勉強会にはスタッフが出来
るだけ参加できるように配慮しています。ま
た、資格取得のために支援も行っています。

月１回の管理者会議にて運営に関する話し合
いを行っています。事業所内では月１回の
ホーム会議で意見を聞き、反映するよう心掛
けています。それ以外でも連絡ノートを持ち
入り出来るだけ反映できるよう努めていま
す。

月１回全員参加のホーム会議を開き、
職員の要望、今後の予定、注意喚起事
項など話し合っています。ホーム会議
で出た意見をもとに役割分担表を週単
位で提示し、スムーズな連携が可能と
なるよう工夫しています。個人面談は
メールを含めて随時行っています。
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご本人の自宅の近隣にあるケアプラザや老人
会などに参加したいという意見を反映し、通
いなど重なった場合は趣味活動を優先してい
ただくよう支援しました。事前に予定が分か
れば調整を行い、馴染みの場所等との関係性
が途切れないように支援した実績がありま
す。

利用開始にあたり生活歴や趣味などを
事前に聞き取ると共に、日常の会話か
ら利用者の意向を把握する様に努めて
います。長年のかかりつけ医への受診
付き添い、馴染みの店での買物や慣れ
親しんだ理美容院への付き添いなど、
家族との連携のもと支援しています。

介護職としての自覚を持ちながらも、一方的
に援助を行うのではなく、家族のような雰囲
気を出すよう、食事などを同じテーブルで食
べたり献立を考えたり、作ったりするよう心
掛けています。

利用者様の様子は送迎時や連絡ノート・電話
等にて伝えています。ご家族と対話する際は
世間話を通じて、気軽にご家族としての悩み
や環境ご本人の様子などの本音の部分を話し
て頂けるよう努め、ご本人とご家族が良い関
係が続くように心掛けています。

利用前に出来るだけご家族の不安や要望を伺
い、それを反映してケアプランやサービス形
態を決めています。送迎時に日々の様子を細
かく報告したり連絡帳に記入、必要時連絡す
るなどして関係が深まるよう努めています。

利用開始時はご本人やご家族がアロアロを利
用する環境に慣れていただくために配慮した
ケアプランにしています。また、スタッフは
積極的にコミュニケーションを図り、そこで
知った生活歴をもとに支援を行うように心掛
けています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

日々の利用者様との会話の中で趣味や出身
地、嗜好などを伺い、スタッフ間で共有でき
るようケース記録の記入・確認やホーム会議
で話し合うなどし、今後の支援に繋げられる
よう努めています。

１日１回必ずバイタル測定を実施していま
す。日々のバイタルを記録し、少しの変化に
気づけるよう努めています。また、ご家族に
自宅での様子を細かく伺い、その場で情報を
共有し状況にあった対応を行うよう努めてい
ます。

入院の為契約解除された方へのお見舞いや電
話での状況確認をしました。その際、その後
の施設入所に関する相談等にのっています。
必要に応じて現在の状況にあった支援方法を
アドバイスした実績があります。

ご自分の思いを積極的に伝えない方には安心
して話しやすいよう場所を変えたり、時間を
作るなどの環境を提供するよう努めていま
す。また、ご本人が返答しやすいようコミュ
ニケーション方法を工夫するよう心掛けてい
ます。

利用開始時に利用者や家族から「利用
開始後どの様に生活をしたいか」一人
ひとりの思いや意向を聞き取り、記録
に残しています。聞き取りが難しい場
合は表情や仕草から汲み取るほか、家
族に相談するなど「本人はどうか？」
の視点で話し合いプランに挙げていま
す。

利用者様が少しでも交流が図れるように外出
や共通の嗜好である歌を含んだレクリエー
ションの実施、談話にて働きかけています。
その際、皆様の動きなどを理解し、対話のバ
ランスをとるなど関係作りに努めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

希望させている方には受診同行し、主治医と
情報共有や連携を図れるように努めていま
す。ご家族が同行できない場合は必ず報告を
行い、適切な医療が受けれるように支援して
います。

利用者は馴染みのかかりつけ医を継続
して受診しています。付き添いは家族
からの希望があれば事業所が対応をし
ています。症状や変化を主治医に伝
え、診察結果はその都度家族に電話で
報告し、検査記録などは送迎時に手渡
して情報を共有しています。

ご本人やご家族の状況に応じて、その場で対
応方法を検討し、柔軟に対応し、個々の満足
を高めるよう努めています。必要に応じて即
取り組めるような環境作りをするよう努めて
います。隣にあるグループホームの音楽療法
に参加するなどサービスの多様化に取り組ん
でいます。

利用者様の周辺にどのような地域資源がある
のか把握しきれていないので、まずは把握す
ることからはじめ、今後ボランティアの受け
入れなどで、豊かな暮らしを楽しむことがで
きるよう支援していきたいと思います。

ご本人やご家族・福祉用具や看護師・主治医
と話し合いケアプランを作成しています。仮
に作成したケアプランをスタッフに見せホー
ム会議等で話し合い意見を反映させ、最終的
にご本人やご家族に説明しています。

利用者・家族、医師をはじめ、本人に
関わる関係者を交えてサービス担当者
会議を開き、本人にとってより良いケ
アプランを期間を定めて作成していま
す。月１回の訪問時や送迎時に、家族
からの情報をもとにモニタリングを行
い必要に合わせてケアプランに繋げて
います。

ケース記録に気づいた事や実践した事を記入
し、情報共有できるようにしています。気に
なった点はホーム会議等で議題にあげ話あっ
たり、ご本人・ご家族に伺うなどし、ケアプ
ランの見直しに努めています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

ノロウィルス発生時の対応方法についての訓
練を実施しています。事故等のマニュアルは
いつでも見れるように事務所にあり、いざと
いう時の連絡方法も事務所内に掲示し、対応
に備えています。

年に２回の消防訓練を実施しています。その
際、消防署の方立会いの下隣のグループホー
ムと合同で行い、協力体制を築いています。
今後、地域の方との協力体制を築けるよう運
営推進会議等で話し合いを行います。

訓練は夜間を想定した避難訓練を含め
年２回行っています。消防署への通報
訓練は、署員の指導により職員が実際
に通報を行っています。避難場所につ
いてもアドバイスを受けています。非
常食は備蓄品リストに沿って栄養士が
３日間の献立表を作るなどして工夫し
ています。

訓練は隣接する同一法人のグ
ループホームと共に、利用
者、職員、消防署員により
行っていますが、地域の住民
とも連携をして、災害に対応
できるような取り組みも期待
されます。

入院された際は病院に伺い、主治医・看護師
などに今の状態、退院の時期などの情報頂く
よう努めています。その情報をもとに、退院
後の支援方法を検討し、いつでも受け入れら
れるように体制を整えるよう心掛けていま
す。

現在、ターミナルの受け入れはありません。
今後、ターミナルの方を受け入れられるよう
法人内の勉強会に参加したり法人内で経験し
たグループホームに伺うなど体制を整えたい
と思います。

事業所の基本的な考えとして終末期の
対応を指向しています。利用者や家族
の意向に添えるよう事業所としての体
制や意識、取り組みを整えるよう進め
ています。

看護師に日々の様子を伝えています。伺いた
い事や所見は事前にご家族やご本人に伺い、
聞くように心掛け、看護師による指示は連絡
ノートにて報告するようにしています。ま
た、スタッフ間で情報共有できるようケース
記録に記入しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

献立の相談をし、当日の食事内容を決めるよ
うにしています。特に誕生日会は利用者様の
希望・嗜好にあわせて行事食を提供していま
す。食事の味見を利用者様にして頂き、少し
でも好みに近付けるよう努力しています。

献立は利用者の要望を取り入れて当日
決めています。ＦＡＸ注文した食材
に、畑で採れた季節物を加えて職員が
調理しています。利用者は配膳・片付
けなど出来る範囲で行っています。誕
生日には本人の希望を聞き、外食に出
かけたり赤飯で祝うなど本人の好みを
優先しています。

食事の時間以外は基本、ご自分のペースで過
ごして頂くよう心掛けています。休息を必要
とされる方が多いので、希望にそって昼食後
は休んで頂いています。また、体調や状態に
応じご本人に確認後、レクリエーションを行
うようにいています。

アロアロ来所時、来ている洋服を褒めたり、
髪型が変わった際は声掛けし、おしゃれに気
を使っていただけるようにしています。ま
た、入浴後に爪切り・耳かきを行うなど、身
だしなみに気を使うよう徹底しています。

ホーム会議等でスタッフ間で情報共有を行
い、その人に合ったコミュニケーション方法
を実践するよう努めています。また、入浴時
はカーテンを閉めるその場での話し合いは利
用者様に聞こえないよう小さな声で行うなど
プライバシーの配慮を徹底するように努めて
います。

利用者へは穏やかな声掛けを行うよう
努めています。呼びかけには利用者の
反応を注意深く観察し、姓か名前のど
ちらかを「さん」付けで呼んでいま
す。職員は社内研修や外部研修で人格
の尊重やプライバシー保護、接遇、守
秘義務について学び、実践していま
す。

日々の会話の中で利用者様の意志や思いを聞
き、対応しています。また、ご自分の意思が
表現できるような環境作り・声掛けの工夫を
するように心掛けています。レクリエーショ
ンや行事を企画する際は利用者様の意見を反
映させています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

利用者様それぞれの便秘の原因を理解し、水
分補給を積極的に促しています。飲み物の中
にオリゴ糖をいれたり、野菜を多く使った献
立、オリーブオイルを使用した献立等を提供
したり工夫しています。また、お腹の動きを
よくする体操を行っています。

入浴日は決まっていません。バイタルやその
時の体調に配慮し行っています。利用者様の
状態に合わせて、機械浴・家庭浴槽にわけて
対応しています。少しでも楽しんで頂けるよ
う歌を歌ったりしています。

入浴は家族からの要望や来所時に一人
ひとりの希望を聞きながら支援をして
います。シャンプーなどは個人の好み
のものを持ち込むことも可能です。浴
室は一般浴槽の他に器械浴槽を設置
し、利用者の身体状況に合わせた安楽
な入浴を提供しています。

口腔内の清潔が保たれるよう、毎食後必ず口
腔ケアを行うように支援しています。磨きき
れない所は援助させていただくとともに、口
腔内の状態観察を行い、異常の早期発見に努
めています。異常があった際はご家族に報告
し歯科受診をするよう促しています。

排泄簿を利用し、一人ひとりの排泄パターン
を把握するよう努めています。定時誘導や利
用者様の表情やしぐさを汲み取り、声掛けす
るなどし、排泄の失敗を減らすよう一人ひと
りに合った支援を行うよう努力しています。

排泄状況の記録は○△●などの記号を
用いて行っています。容易に排泄パ
ターンを読み取ることが出来ることか
ら、異変を察知して診察や治療したこ
とにより改善につながった例もありま
す。自宅での排泄状況も家族と連携
し、改善にむけた支援を心がけていま
す。

毎食ごとに食事量・水分量を記録していま
す。状況に応じて水分摂取を促しています。
また、利用者様の状態に合わせて主食量の調
整や形態の変更、トロミ剤の使用をしていま
す。糖尿病の方にはバランスを考慮した食事
を提供できるようキッチンに成分表を掲示し
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

春は大和市まで花見ドライブへ。６月には利
用者様の希望にこたえ、回転ずしの昼食ドラ
イブに行くなど、利用者様の要望に沿うよう
に外出支援を行っています。今後、地域の
方々の協力の下地域の盆踊り大会に参加する
予定で季節に合わせた外出支援を行うよう心
掛けています。

送迎時にはコースを変えたり、親しい
利用者と一緒に帰宅するなど変化を持
たせて支援をしています。近隣へのド
ライブも季節や希望による行事と併せ
て行っています。個別の外出として、
近くのスーパーでの買物や美容室への
外出なども支援をしています。

室内の照明や温度調整などに十分配慮し、安
心して気持ちよく眠れるように支援していま
す。ご本人の体調や生活習慣に合わせ入床・
起床時間を決めています。また、音楽がない
と眠れない利用者様に対しては歌謡曲や民謡
を流しています。

基本的に金銭管理はご家族が行っている方が
多いです。ご本人で管理されている方で希望
があれば一緒に買い物に行き、お金をご自分
で払っていただくようにしており、お金を使
う事でお金を持つ事の大切さを伝えられるよ
う支援しています。

薬の説明書を個別ファイルに保管し、スタッ
フがいつでも確認し、理解できるようにして
います。また、変更があった場合は最新版に
変更するとともに申し送りで周知するよう徹
底しています。誤薬がないように時間を記入
したりスタッフ間で確認しあうなどしていま
す。

利用者様一人ひとりの嗜好に合わせたレクリ
エーションの提供に努めています。最近で
は、利用者様の好きな歌を集めた「歌すごろ
く」作りを利用者様と一緒に作成していま
す。完成後はこのすごろくを行う事が楽しみ
だそうで利用者様の張り合いになっていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

フロア内・トイレ・浴室・脱衣所等には手す
りを設置しています。いつでも使えるよう手
すりには物を置かないようにしています。全
体的に段差がなく広々とした空間で安全で自
立した生活が送れるような環境を送れるよう
必要最低限の物を置かないなど工夫していま
す。

共用空間は利用者様が自由に使えるようにし
ていただいています。気の合った利用者様同
士が会話できるよう席の位置など配慮するよ
うに心掛けています。また、ゆっくり話せる
ようソファーがあったり、いつでも休めるよ
うに静養ベットを設けています。

ご本人やご家族の意向を伺い、持参して頂い
たり、事業所で用意するなど配慮するよう心
掛けています。実際に音楽を聴きながら休み
たいという方にはCDプレイヤーを貸出し音楽
を聴きながら休んでいただいています。泊ま
りの部屋はご本人が混乱しないようなるべく
同じ部屋になるように配慮しています。

泊りの部屋は、１階に９つの個室を配
置し、ベッド、カーテン、エアコン、
緊急コール、照明器具、換気扇を備え
ています。泊りの利用者はラジオや目
覚まし時計など好みの品物を持参し、
自宅のように居心地よく過ごせるよう
支援しています。

年賀状を書く際、はがきの準備や住所の記入
など、大切な人へのやり取りができるように
支援した実績があります。また、来所時電話
の希望があれば、いつでも使えるようにして
おり、実際に使用された方もいました。

季節感を味わっていただくために、カレン
ダーは季節感があるものを掲示しています。
混乱の無いようかつ生活感を出すためフロア
内は必要以外のものは掲示しないよう心掛け
ています。音で混乱しないよう、テレビ・CD
等の音量には十分配慮するように心掛けてい
ます。

居間・食堂を建物の２階に配置し、自
然光を取り入れ適度な明るさを保って
います。居間の隣には２台の静養ベッ
ドを備え、いつでも横になって休むこ
とが出来るよう配慮しています。食堂
のテーブルでは塗り絵などを行いなが
らゆったりとした時を過ごすことが出
来ます。
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